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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で小幅に下落となりました。週初は、3営業日
ぶりに反落し6営業日ぶりに2万円の大台を割り込
みました。20日（木）に日銀が金融政策決定会合
において金融緩和の継続を決めると続伸したもの
の、週末は前日に米国株が反落したのに加え、円
高基調で投資家心理が悪化したことを受け前日比
で下落しました。（週末引け値：20,099.75円）

 週間では、日経平均株価は0.09％の下落、東証株
価指数は0.28％の上昇でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年7月17日～7月21日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で概ね横ばいとなりました。週内に日銀による国債
買い入れオペが予定されておらず、週を通じて取引
は低調となりました。20日に欧州準備銀行（ＥＣ
Ｂ）理事会の結果発表とドラキ総裁の会見を控え様
子見ムードから横ばい圏で推移したものの、財務省
が実施した流動性供給入札の順調な結果と受け、週
末は前日比で小幅に下落となりました（価格は上
昇）。（週末引け値：0.067％）

 週間では、0.016％の下落となりました。

（審査確認番号H29-TB176）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で小
幅に低下となりました。米主要企業の2017年4～6
月期決算発表を控えて様子見ムードでスタートしま
した。19日（水）は、米原油在庫の減少を受けた原
油価格の上昇等を背景に上昇し、史上最高値を更新
しました。週末は、大手企業の決算が振るわなかっ
たことや原油価格の下落が相場の重荷となり前日比
で下落となりました。（週末引け値：21,580.07ド
ル）

 週間ではNYダウは0.27％の下落となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で円高/米ドル安
となりました。週前半は、市場予想を下回る米経済
指標や、医療保険制度改革（オバマケア）代替案の
採決を断念したことなどから、米経済の先行きに対
する楽観的な見方が後退して円は対米ドルで買われ
ました。日経平均の上昇を受けた投資家のリスク選
好意欲が高まり小幅に円安/米ドル高が進行する場
面もあったものの、週末はＥＣＢ理事会の結果を受
けた欧米市場でのユーロ高ドル安の進行が、円買い
に波及しました。（週末引け値：111円05銭～15
銭）

 週間では米ドル/円は1.24％の円高、ユーロ/円は
0.42％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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